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資料３－1  

 

 

 

いのち支える安城計画（安城市自殺対策計画）2019～2023 

① 計画の基本理念、基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計画の体系 生きる支援の関連施策 

令和 5 年度の関連施策実施状況は、全 185 事業（延べ 208 事業）のうち、179 事業を実

施、６事業が未実施でした。未実施の理由としては、別の事業へ統廃合しているためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 数値目標  

計画の最終年である 2023 年の数値目標 14.5 以下に対して、現状値は 15.4 と目標を達成

することができませんでした。 

 

 

 

 

 

数値目標 
（自殺死亡率※） 

基準値 目標値 現状値 

2017年 2023年 2023年 

安城市 16.1 14.5以下 15.4 

【基本理念】「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」 

 

【基本方針】 

１ 生きることの包括的な支援として推進する 

２ 関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む 

３ 対応の段階に応じた対策を効果的に連動させる 

４ 実践と啓発を両輪として推進する 

５ 行政、関係団体、民間団体、企業及び市民の役割を明確化し、その連携・協働を推進する 

目標値：14.5 以下 

 

令和 5 年度の進捗状況 

全 185 事業 

【実施：179 事業（96.8％）】 

【未実施：6 事業（3.2％）】 

 

※人口 10 万人あたりの自殺者数 
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 【参考】自殺死亡率の現状値 

 

 

 

 

 

 

 

④ 指標 

【いのち支える安城計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

⑤ 最近の動向 

2018 年から 2022 年までの安城市の自殺の特徴として、60 歳以上の無職同居の男性が

最も多いですが、勤労世代の 40～59 歳の男性も増えており、同居・独居を合わせると 26

人、18％でした。また、女性では、40～59 歳の無職女性の自殺者が多い傾向にあります。 

近年ではコロナ禍や、物価高による経済的な不安等、自殺の要因になり得る問題が悪

化しており、今後も動向を注視していく必要があります。 

安城市の主な自殺者の特徴（2018 年～2022 年計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

全国 16.5 16.2 15.7 16.4 16.4 17.2 17.3 

愛知県 15.5 14.3 14.7 16.0 15.9 16.1 16.4 

安城市 16.1 

（30人） 
14.9 

（28 人） 
13.8 

（26人） 
15.2 

（29人） 
18.4 

（35人） 
13.7 

（26人） 
15.4 

（29 人） 

指 標 基準値（2017年度） 目標値（2023年度） 現状値（2023年度）  

K６*ハイリスク該当者の割合 15.9％ 14.4％ 16.4％ 

ゲートキーパー養成研修の受講者数 43人 延 830人 延 3,144人 

高齢者の孤立防止のための地域参加の促進 

（月 1回以上開催されているサロン実施箇所数） 
127箇所 150箇所 209箇所 

「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合 

（愛知県を 100 とした場合の指数） 

小学生 97 

中学生 92 

〈2018年度〉 

小学生 100 

中学生 96 

小学生 97 

中学生 101 

自殺者の特性上位５区分 自殺者数（５年計） 割合 

1 位:男性 60 歳以上無職同居 16 11.1% 

2 位:男性 40～59 歳有職同居 14 9.7% 

3 位:男性 40～59 歳有職独居 12 8.3% 

4 位:男性 20～39 歳無職同居 11 7.6% 

5 位:女性 40～59 歳無職同居 10 6.9% 

（ ）内は自殺者数 

資料：一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023」 

＊K６…うつ病や不安障害など精神疾患のスクリーニングを目的とした心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題の程度を表す指標 
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資料３－２  

 
第 2 次いのち支える安城計画（安城市自殺対策計画）2024～2028 

 ① 計画の基本理念、基本方針 

 

 

 

 

 

 

②  

 

② 計画の体系  

第 2 次いのち支える安城計画は、本市で実施している１９１事業（延べ２３６事業）の関連

事業を５つの基本施策に分類しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③   

 

 

 

【基本理念】「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」 

 

【基本方針】 

１ 生きることの包括的な支援として推進する 

２ 関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む 

３ 対応の段階に応じた対策を効果的に連動させる 

４ 実践と啓発を両輪として推進する 

５ 行政、関係団体、民間団体、企業及び市民の役割を明確化し、その連携・協働を推進する 

６ 自殺者等の名誉及び生活の平穏に配慮する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務・経営者 

対策 

セルフケアの啓発

とゲートキーパー

養成の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者対策 

相談支援及び見

守り・サロン活

動等による孤

立・孤独予防の

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮者 

対策 

支援窓口の連

携による包括

的な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・若者 

対策 

いのちの教育の

推進と困難を抱

える若者への支

援体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性対策 

各ライフステ

ージにおける

相談とケアの

支援 

重点施策 

基

本

施

策
 

22 事業 

10事業 

18 事業 

7 事業 

179 事業 

「支えあおう こころといのち」をスローガンに自殺対策を進めます 

基本施策：全国的に実施することが望ましいとされている施策 

重点施策：「地域自殺実態プロファイル」等による地域の特性に応じた施策 



4 

 

 

③  数値目標 

第 2 次計画は、2027 年までに自殺死亡率を 13.0 以下にすることを当面の目標とし、取

り組みを継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人口 10 万人あたりの自殺者数 

④ 指標 

【第２次いのち支える安城計画】 

 

  

 

数値目標 

（自殺死亡率※） 

現状値 目標値 

 

2023年 

 

 

2027年 

 

安城市 

 

15.4 

 

 

13.0以下 

 

指 標 現状値（2023年度） 目標値（2027年度） 

健康であると感じている人の割合（市民アンケート） 83.1％ 85.0％ 

ゲートキーパー養成研修の受講者数 延 3,144 延 4,600人 

「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合 

（愛知県を 100 とした場合の指数） 

小学生 9７ 

中学生 101 

小学生 102 

中学生 100 


